
（１）特定非営利活動に係る事項

事業名 事業内容 実施日時 実施場所
従事者の
人数

受益対象者の範
囲及び人数

支払額
（千円）

子どものスポーツクラブ 金、土、日曜日
クラブハウス他山
形市内外

延べ300名 小中学生60名

大人のスポーツクラブ 年間
クラブハウス、ア
プルスプラス他

延べ450名 大人200名

子どものスポーツ教室 月曜日～土曜日
クラブハウス、
アプルスプラス他

延べ430名
幼児35名
小学生205名

大人のスポーツ教室 月曜日～土曜日
クラブハウス、
アプルスプラス他

延べ500名 大人130名

子どものスキー教室
12月～3月の土
曜、休日

蔵王スキー場 延べ240名
幼児30名、小
中学生120名

指導者派遣 年間 山形県 延べ30名 市内小学校他

イベントの開催 年間
クラブハウス、
アプルスプラス他

延べ10名 一般、全会員

子どもゆめ基金 5月～2月 つなぐ～と（HP） 延べ10名 一般、全会員

こどもクラブ 学童 月曜日～土曜日
クラブハウス他山
形市内

10名 小学生52名 5,667

その他 夢の公園 年間 コパル（片谷地） 5名 児童、大人 5,756

管理費 運営・レンタル事業・他 年間
クラブハウス、
アプルスプラス他

6名 一般 32,012
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ワクチン接種が進んだものの、変異株の流行による感染者拡大縮小の波は収まらず、当会もその波を受け、感染者
や濃厚接触者が出た場合の対応などの経験を得ることとなった。そのような状況下でも感染拡大に繋がらなかった
のは、職員が危機感をもって日々対策に取り組んだ成果だと思う。市内の感染状況や定員を抑える必要から、今年
度も積極的な会員募集ができなかったため、会員数増加には繋がらなかった。しかし、ウィズコロナの生活様式が
定着し、昨年と違って冷静に感染対策を行いながら、運動や趣味を継続する会員がほとんどだった。２２年の南部
児童遊戯施設開館に向けての準備が本格化したのに加え、職員の退職や育休の取得、新規雇用がなかなか決まらな
いことなどが重なり、多忙な１年となった。

1、事業の成果

●スポーツ支援事業

スポーツ支援 4,779

拡大傾向となった１月末には幼児スキー教室の開催中止、小学生スキー教室休講などの対策をとらざるを得なかっ
た。会員からは中止や休講を残念がる声が多く聞かれ、学校のスキー教室は減少しているものの、スキーを楽しみ
にしている子どもたちの様子が垣間見えた。また、市内の感染状況から、新規募集を行う形となる短期教室は開催
できなかった。サッカー教室は職員が指導を引き継ぎ、アプルスらしさが定着してきたものの、会員増には至らな
かった。大人の教室では、運動の継続が自身の体調の良し悪しに関わると気付いて、状況をみながら運動を継続す
る姿がみられた。

2、事業の実施に関する事項

スポーツクラ
ブ

6,057

　

●こどもクラブ

小学校、幼稚園（保育園）、学童クラブでの体育指導を行った。幼児は新たに木の実こども園、木の実西部こども
園から依頼をいただき、今年度は４園と年間での指導契約を結んだ。小学校では、スキー教室で発達障害の子ども
一人を任されるなど、過去の指導が評価されての依頼が多かった。また、昨年度に引き続き、子どもゆめ基金の教
材開発の助成金を獲得することができた。

今年度も定員いっぱいの１～４年の児童を受け入れ、安全と感染拡大防止に配慮しながら保育に努めた。学校で感
染が発覚するたびにその対応に追われ、緊張の絶えない１年となった。このような状況が２年続くなか、学童内で
一度も感染が広まったことがないのは、ひとえにスタッフの日々の努力のおかげである。また、子どもたちにとっ
ては借し切りで行ったプール遊びが最も楽しい夏の思い出になった。

●その他
２２年度春の南部児童遊戯施設の開館に向け準備が大詰めとなり、担当の職員は雇用や研修、運営に関わるさまざ
まな事柄の整備や準備に多大な時間を費やした。当該施設の名称が「コパル」と決定した。また、コパルの運営が
開始され市へ最初の実績報告が提出されるまで、市からコパルの事業費が支払われないため、金融機関から運営準
備資金等を借り入れた。

●スポーツクラブ事業

スポーツ教室 12,727

子ども、大人共に感染予防対策に留意しながら活動を継続できた。バドミントンクラブは中学校の体育館を借りて
活動しているため、中学校の感染状況によって２ヶ月活動ができない期間があった。フットサルクラブでは、使用
していた会場が貸出禁止となった団体から何名か入会し会員が増えた。子どものクラブでは、感染リスクが高い活
動はできないという制限はあるが、感染前と同様に運動に取り組む子どもの姿が見られた。

●スポーツ教室事業


